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〈研究紹介〉

オーロラの謎を追う

国立極地研究所江尻全機

板伎を彩リ乱舞するオ ロラ(極光)は.神が

この世に自11 iil した段む美しい自然現象のーつであ

る。氷点下凍てつくム;lJ;{や i)( III に映えるオーロラ，

II;出火の Jl~. :lliを 1rli!;に点丙にそして I¥，j北にと疾走す

る様.時には判jll尭けの京の雫にー絡のよきな千Iff

合がぽっかリ i'r いているようにじっと行んでいた

り，まるで)'£，，1 のカーテノがそよ胤にひらひらと

はためいている様に比えたり 1韮きitOる様な光の

雨が jil'はこの n ら拘II った向然現象を表現する

言葉を人!HIに与えてくれなかったのだろうか。

南極のII({布] J，I;i也でオーロラに魅せられて書いた

一文て1 オーロラ形態の物理IU的胞が般的なもので

なしそのダイナミソクな所に本t'lがある lJ'~が読

みとれる。

自然現象特に地球物)11\1品ji車1m現象を型!解・解明

するゐには，全地球的に凶際協力休制を作り観測

を fi う jゆh必要で. 18氾2-83年の凶際主長年(Jnter

nationalPolarYear) か句始まり. 1932-33 年

の 2 凶 H に引き絞き. 1957 年から本格的な|判際地

球観測年 (International Gcop~ 、 ysical Year

ICY) が計阿された。その ICY の一環として. 19

57 年 1 月南極附制 1基地が開設された。その首~ 1 次

越冬隊のオーロラ観測は目悦であったが.オーロ

ラのサ 7' ストーム l時に Il、ける発 ifi 曲払 i を 'UI らかに

する4>がけは、た。~"\ 3 次隊より全天 "itt: lJt iWI. 分

光が行わ j し m12 次隊より組 I九感度テレビカメラ

による観測が行わ tし基本 (1(1 観測としての I也般 31

変動.脈動. V し F iJ'iJli JJ. 銀河川被吸収，アイオ

ノグラム，オーロラレ ダ一等地上観測の充実が

凶られて来た。又 II円相 1M 也の総力料 l をたどって

北半球ヘフ Kてみると，丁!主アイスラ/ドのレイキ

ャビク付近にと l る。オーロラ l刻3主主主 t敏カヘ T*1~tl 山l

'1<·j ，Rでどの様な共役性を持つかを研究するヲ I~ は.

オ ロラ発 'I'. 物J1 H過料や舷気 I母物理の解 'ul に ~I ニ1!';

に ill~ である.この意味で H円相北地はオーロラ観

測に h子高 I\ {，干の位 fR にある。特に lMS (J1ll.mational
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MagnctosphericStudy:1976-78) I~JI 日 l より税

花に可、る迄，和 '1 ;1 J 的に1i!t il!l lが1 j わ H，新たな知』止

を仰る 4( が 11\来た。 JI~ 釧体を if!いた在lI. il!l l では， m

9 次隊より大気球観測が行われ，国際協同尖験と

して i判北同時臨IiI!l J も行われた。オーロラに its 凶す

るオーロラ X線の税制 Ij::t; は.大気球て'，' r,-'-:jl1t ~~~J30km

以上てーなくては出来なし、。人 J jili .lJ J. を{止つての制 f

究も， to]7次隊より人仁 1!h 1l長 11 ;装世を新設し HH

始された。 4L 肉IUri 脱出'Ii射 HISIS-j";· /fJ.び 2 り，止と

京大ザヰニ: 'Iii航立研究所の HJ. げた EXOS-A (極光)，

'j:Hi 利学側究所の打|げた EXOS-C (大:;": )等の

受cデータによリ司体 iEI:' ，'jJ !tて rの直接 XI 立 i卓隔測

定結 J社が手に入るように主った。現イ I:! 製刊が ill め

られている EXOS-D j指H む.オーロラの州究を

.lLIf1']と L ，互い悩軌 J且に投入されるイ'定て"ある。

この flU JI~ によって.オーロラを作っているオ ロ

ラ粒 f が，般公園の何処て川 liili を受けているのか

を l川らかにすべし多彩なキ JJ 子観測と J'r~: 紫外と

"I 悦械でのオーロラ船伐を行う。1I !{fll 拠地に於い

ては， EXOS- J) jii:j) ， 1 からのテレメ ;911j" 号の交 f日

を可能にすべし 11tn 悼のハラボラアンテナと受イ II

設側 l を律設 1 る Jtllll! てvある。 J也 l 悦 il!l l干段と人ム
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図 T オーロラのタイプとその高さ

i針孟による観測は，相術的なものであリ，一つに

よって他に換えられるものでない。 I~X 0S-[)jiijhi.

山休， STEP(Aworld-wideSolar-Tenestrial

Energy Program) の-tZ として計回されている

もので、オ ロラをJ1 1! 解する '!j は.太陽から地球

までのエネノレギーの流れを解 IV] する事と可制 ti て。あ

る 11\を示している。

地}観礼 1'1 ，大気球1i!t il!l l，人仁術lJ l観出 'I に加え，

オーロラの研究に軍基 ij な役 '1 1;11 を来して米たものに

観測ロケッ l による研究がある。オーロラ JJL 象の

中で発片-形態に注目してタイプを a - d に分Iii L,

'1[[密度と而エヰノレギー'屯 f の)，:'~t h~:入 1"/肢を併

せ示したものが伊I ]て。ある。 1 ， '1時に S 別ロケッ!

の lit謝肉 l主もヲr;した。 ftll ち，オーロラを[Ii般測定

する干段としての在lI.i lJll ロケ y トの:l!~1味が日1'.解汁L>/、

るものと JLl、う。ト¥iMi昭和J.!d也てーは，第 10次隊でロ

ケソト llit1(~j として. コ/トロール・センター，レ

ダ・テレメータ似し組古制!il~仰を主~設，第 II次

隊てヴt射f;，ランチ守一， レーダ設備を訓え， S

-j60JM'l ロケッ 1- 2 棋の実験を行った。第 12 次か

ら ]4 次が~， ]JUI ロケ I 1-:長験として S-210JA 引を，

1MS lUJ問の U~17次から lり次迄S-310JA 'l'1を牧場さ

せて第Il lUI として観測ロケント実験がIi昨J1ーした。

私は 1980iド迄東大斗・宙航空研究所に勤務していた

が， ~'\ 19*~¥の実験で S-31O JA 機の賛打者とな

り;参加したのが1m蛍との1-J'17"いの始まりである。

その前に.同際 Jl~.同実験として 1974ijーと 1976刊に，

グリーンランドのゾム〆|りレス l ロン 7 ィヨノレドで

21"I~H 機の口ケ I I 実験を 1 j った。制it世f正出II 府

特有の Sland-E Condition の解川が主 LI II'J であ

ったが， ;(tlこ削')当てられた役『i礼 μII ち， soIt

particle precipitation と屯 f 出 J~ .品伎の関係

を l リ1 りかに寸る -.:.J'~ ;lJ"II\来たのこのじ引かり， こ HI つ

ト|然 fJL 象は lrans iellt 立ものて“あるとの与えが日 'n

にこびりっき.物の考え !J を胤定している。

阪地研究所に作ってか1" MAP(MiddleAtｭ

mosphereProgram 1:1- 1層大気凶際共 I ，') 観測計

1 ，I' i)の後半で Itl· びIl l:州l基地にて ~Qi l!l J ロウット実験

を 1 j う I~tnlli が議論され， ;';"";25 次越冬隊として参)Jr1

する '1\ となった。 I也| 設備も-t b化しておけ，子
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PayloadofS-310JA-8 , 9 , 10

図2 南極ロケットの観測装置

レメータ・レーダ.発射 1"1制盤 Ii 全て更新，ラン

チャーはレーノレ取符えと補修と再開へ向けての仕

事は多かったが， 自分の A号えたものが尖現した時

の tf ぴは和 I物にも換えられないものであった。日 f

究テー 7 ・量Jtl1! I] 耳1 日の選定は全固から公募を L ，

委Ji会て'議論されて決定されたが，第 25 次では S

-310JA型 3機を別いて，誕った才一ロラ発光形態

とオーロラ約千の|対係を明らかにする 'I> となった。

観測機器+は.超高感度テレビカメラ (VA 寸) ，ホト

メータ (PliO) ，杭 f エネノレギ一分析保(ビ 5 ド) ，也

←(-'/長!主 (NEL ， LP) ・以 J!t jJIII 定 2.( 1'ビ L) ， ，:底力 rll

(GA) ，功、外線地平線牧山総 (HOS) と共通計器

である。ここで大きな問題となったのは，スピン

をして動いているロケットからテレビカメラでオ

ーロラが械倣 /HA 去るかと百う開制である。又，カ

メラからロケ y トの下を見る場合.カメラをロケ

y 卜木休より余収泣くへ離さないと|由 l而の'I' Iこロ

ケン卜の III 村II ・地興部分が入ってしまう。そのた

め.口ケッ|のスピン方向とテレビカメラを辺に

lui 転 L，絶対空間 lで静Iiさせるのにジャイロスコ

ープで基 Y棋をとって制御し，画 lin の重ね合せによ

リロケ y トの陰を消去すると員った新しい手法を

開発した。閃 2 にセンサ一部の.c ~I:敢 1刈をぶす。三

機のロケ y トは夫々サプストームのJl iJ" ， プレ

ー 7 ア y プ時，及び後と5'~ったオーロラに命

中し観測の所}世!の目的を*す引が山来た。オーロ

ラ発光の微細構造を，観測ロケットから i止統抑止

jillj 像( 5 抄何)として超正 ~j !必 IJl' CCD テレビカメラ

でw似し，和 j' e1l. *JL 干米の詳細 lなエネ/レギ一分lI i の

変化と対応づけることができた。

研究の歩みの概略を ill って来たが，これらの研

究は多くの人との協同研究て:. if, I)，これからもオ

ーロラの謎を迫って.いつ迄む統〈研究テーマで

ある。所訴事 II の~;.，:の 'I' か句出る II'; が出来ないかも

しれないが.少しでも客観的(物卸!fI (J) にオーロ

ラを焔写すべ<.ニの次オーロラと対決する時に

は.又新たな世 IJ (観測手法)をもって新たな切リ

U を見てみたいと，思フ。(え仁リ・まさ to )

お知らせ 肉離同班:"0.000.000"':凧)ii<)io()!()ii<)!()!()o()ii<)o();;()o()!()!();;(店ヲ

科学衛星シンポジウム

H 時昭和61年 6 月 19 日 ω-21 t1W
場所 45号館 l 階会議主

/f司令せ先宇宙科''I 研究所・研究協JJ ，*

~I、|ロl 刷l則係(467)111 J(内 235)
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宇宙利用シンポジウム

LI 時 l昭和 61 年 7 月 231H 村-24 日(村

場所 45 号館 l 階会議記

間イトせ先 'j.; 術科学研究所・研究協力諜

jtlliJ 利用係 (467)11 1l(内 235)



Dr.JonathanWurtcle

場所はすべて咋'， 1' ，]f( 駒場) 45 号館 5 階会議本

臨時 6 )J19 日ω 午後 4 時ー 5 時

(Mil プラズマフュージョンセンター)

~Reccnl researchonfreeelectron

laser"

*将来計画討論会開かれる

さる 1 }J23fJ'2 月 21 円・ 5)!l fJの三 [ullこわ

たって. 'j-:Hi 科学研究所の将来計画をめぐる討論

会が Ilfl fIi:された。現在認 lO r されている i~j!/jTJ げ

a-J"~町は， ASTRO-C(1986 年度)， EXOS-D(1988),

MUSES-A(1 989) , GEOTAIL(1990) 町四つで

あリ.ハレ 器犯探脊が観測の山場を舷えた今.

SOLAR-A 以降の科学術 g.J十阿を立てるべき時期 l

が;J~ていると百えよう。所内的 Ilfl ，(，、も向< ，討論

には延べ 2∞人の人たちが参加した。いずれの討

摘の土 1みを設定するために，はじめ数名の人から

判i告がなされ，以後熱気に溢れる討論が展開され

た。

[£1 立の共同利 III 機関としてのす・山田 fに諜せられ

た使命は大変 mい。全国の 'j 山科ザ研究者ーから.

スペース VUl l，赤外線 紫外線， X 線をはじめ

とする天文学 i:;il ι 川探1' f，全 H." 火 11\ 小惑星

・当: JI~.~' どの惑)， 1，[;草作，地球周辺探 If のための各

般の訓回が目 ut'[' しに従 HI されている。 ~j':ni 料乙/

と 'j': 'ri， M の将米にとって，これらの将 *~II ，lli のけ 1

からどれを選択し配列ずるのが 'M:;幽か，今後一府

の議論を約み宜ねて行く必要がある。今 lui のー辿

の，Hi治会はそのためのステ y プとして大変千 1 ，百五 t

な機会だった。

現(I川町制下l'( 動 J!'1!i

(辞職)

松岡 腸|理化学研究所 uri サ 'Iiil 到研究晶助教授
研究Jj

{昇任)

小山本一郎|惑!{研究 J、助教授 B z惑~)l以e 研克~.

的川 4必匹 b肖τけl 対外協力司世 1肋鞄校 1;.-. えテム研克晶肋 T"

61.S.1

61.6.1

宇宙研談話会

Space Scienceｭ

臨 H年 6),J 16 日日J) 午後 411.~- 511 ，~

υ 1'. Wolfgang-M.Boerner(Pl'of

andOireC tO r, Communicatiol凶

Lab. , Electr.Engineeringand

ComputerScience.University

ofIllinois)

"ElectromagneticInverseProblem

forHcmoteSensingbyRadal

第45 同 6 )j18 円(刻午後 4 時 -5 時

Prof.J.M.Greenberg

(ライテ・ン大，，/教校)

"Frominterstellardusttocomets

*人事異動

覚寺不 II す下一氏 名

￡決、* EXQS-D のPM 試験

ζ方子デ封、 EXOS-D のI' M試験は i、る 4 ))21
剛凶 ASII
同事情リ II から 5 )-J 28n まてーのーヶ}J余にわ

てと v たって軒 IhU r，(キセノパス i~i )， 1 試験室

て寸「われた。十 III 試験をJ:としたむので 1材記ン

ステム側のデータ処理袋店;: (DHU) とれサブシス

テム nil のコマント.. 1，-;号噌データのやりとリを'I'心

にぷ験が進められた。今凶的試験で特徴的だゥた

ことは多くのサプンステムが Ht l'lの 7イコ/を持

ち込んで QL 装 Ill:として仙川したためチェ y クア

ウ i 笠の一白 [I があたかもマイコン ]1{， J;] 品の慨を訴

したことて" ;}，る。 liS 代的流れを!出じさせられた。

L ヮ一つの特徴はサプ y ステムのー苛 IIがカナダ ;11 ，

4I であったために起ったことで，後半に Wha lell

氏をはじめとしたカナダ勢が参加してからは公件 l

dh が英 E;ft になってしまったことである o 7IJ ーン

ルームとチェックアウト室町1mで行われる英知で

の司令を IHl' 、ていると，やはり l昨代の移リかわり

を感じさせられた。ともあれ， ;11 当の研究者， fJ

Uはじめ〆一方的 ;11."' ，./'1'， ~'r l!l i さん方の努);と御

協力で宇'i)JlJ Iの日的を達して PM 試験を終える ζ と

が山米たことに感謝します。(鶴凶 i;l;. 一郎)

食感謝状贈呈式行われる

~311t 探究機「さきがけ J rすいせい J の.fJち 1- ，

げに多大な協力を主された附係メーカ -4ot J:，各

地訟の協力会 4111 体への感謝状1I ~1!/. 式が 5 )J30n
(付午前 10 1l，'j よリ 'j':'，i iM68'り自'Ii 2 附で1 j われた。二十:

'ii;{i)rl~fJ乏のあ L 、さつにはじまり感，謝状附f;1. 秋』匝

教J去のロケ y ト実験報告.伊藤教校のハレー咋!I!

観測胃ifE につづいて.映同 II -1'のハレー探作機を

映り'して閉会した。そのあと恕談ハーティに人り

無'I>tキ了した.
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~表紙カ y ト~

*ESAから 3博士が来所

さる 5 月 9 1:1町ジオ y トの成果をひっさげて.

3 人のq，昌が宇'Iii研を訪れて講誠しました(表紙

訂以.晶H;!3 杉山吉ag).7·， クス・プランク研究

所の77 ス7 埼ードおよびケラーの 2 氏，それに

lAce の事務局長をつとめた ESTEC のラインハ

ルト氏です.ジオ y トが蹴ったハレーの絞の生々

しい与以をはじめとして.プラズ7，ダス!など

について興味あるおが続きました。会場には約50

人の服民が出席し. 11 4'の観測結果とも突き合わ

せて.然心iニ討論がたたかわされました。

なお，各l可の成*をまとめた論文が，イギリス

の雑よt.Natllre (51115日光行)に掲載されています。

深宇宙祭査用遺跡管制システム1こ与えられた日本

産業筏術大賞・内閣総理大臣賞(既報)

牧島一夫くんの御栄転を惜しむ

的川泰 2Z

「ヰl1i科学研究所の発足を機に， ISAS ニュー

スを発I' ll したいのだが J

ーn己 j唱)jl!先生がおっしゃいました。 1981 -4' 3JI

21:1のことです。 3 )15n にはそのための筋 l 固

めiV diii 会議が B~J かれました。半足先 'I'. 牧山-);;

21. 当時 J.1 Ul， にいたN;~ J:,lj T.男"flr-，それに私が1111 わ

って 4 人で. 'j':'W研の y ンポノレマークを決めよう

とか.ニュース町内りなどを話し令いました。や

がてードi己先生を liIiに，品IJ編集長として松I6';L殺先

'I'..制民会Iiに牧品続本正之柳 11(11 久的 3 氏

とH..それに↑円相i資料m:係の白紙義agさんが}111

わって.制l々と梢集が始まりました。

二円よヲに牧};.~:nは本当の般初から 1<1 SAS ニ

z ース町制集に EE わってきた人です。このたび見 L

};()':::''i' 坦li" (:ff1\の助教授として"<郷キャノパスに'ぷ

恥、されました X 線大丈 '''I の，品婚を|品 lいたのだそ

うです。

1庄は大，，，;:院のマスタ 時代はやりたいことが大

変多(. X線天文 7 の小川教 11 と 7 ラズ 7秒9J'1!の

古川教 j:;' と J たまたかけて指導を受けました。ド

クターコースに人ってからは治ちポいて 'i-: 'Iii一本

に Jf. り制 lみ始的 rはくちょう J rてんま J をはじ

めとして多くの f-I: '1\ で指 J持 (I(J な役 'hi] を栄たしてき

ました。とりわけ 1972 年からテキサスの砂以で始

まった「かに J1\.':DJ の研究では.スカンクに悩まさ

れながら大泊似しました。これはカリ 7 ォルニア

大q との JU 百1M 究で， 下日，; -1本 λ刈(阪大)ト.小川 I.胤』以州 1川I'向』山向 b同l先 'I

が0川小|ド:心と主つて作リ|げら tれL た「十柄杭 1官I納 j大、.;..(J のlJ す fだJ

tれL コリメ一夕を企公、，J球主に 4約f白Iんで行つたソ'J~験て

r カか‘に ht'l~: Jの物理学では.1950年代の半ばにオ

ランダのウ方ルティエといヲ大先ゴが rかに llE1.

の 111*'1型 .I}J ともいフベき論丈を発表して'''j:界に

センセインヨンを巻き起こしました. 1円97η2$年iド-に始

まつた|上.，記の6副研}庁f'f允E を L とにして今l段主は「カか、にJ-{o.}主t

のi朝新5針『約5袋t'J3ヰ'J を苫けと 'J小lト、 H削II刈9計i J長之に Jお; t，だJて ι句) i し Uω励ulJIJj
ま さ tれLて :I，: 筒節i lOil';韮に大n歯止文;を l1l? き 1'. 1げγて 1凶尚士向iハLい、\ II

It而f町E を"走 Eけるニとにな勺たことは、 1<); オとでも千 1 名主

1;1 ，です

在、としては X線天文学むさることながら‘先の

・ 1'1己先 'I:. に次いで今また fill rtl 以~~の ilt if( な Iii] ，~;:を

失うことは.まことに版しい限りて'あります.

「御'*恥 J を r fi r-しむ」という似維な気持 2 ちを

くみ If:えっていただき，末以< ISAS ニ λ ースを愛

し続けてくださるようお刷、、する次第です。

に
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「パイオニア・ビーナス」

宇宙科学研究所松崎章好

バイオ二戸ビーナス宇宙船傑査機の位置関係

金星を編隊飛行する回船，大型傑査機，及び3つ

の小型探査機

.kと愛の I;:相11 ビーナスと i'，{τl けられている，す

'Ii iの海のJ'U'A; r金 Jj\.J を探貸する同 (I'J て'滋り込ま

れた米[£1 の 'j<'Iii払、同がノマイオニアピ ナスである。

先峠は， レーダ，紫外分光~;;:.氾荷量府観 111lJ ~ii を me

載し た周回自 JI がfll. 当しキ 'J 2 ヶ月半の f弘 1 ・J~ f}と

A1'-~採査機とよ f; の小引 ~ft 機か句成リ，これら

が分離してそれぞれ金州大公に突入する 7) レチプ

ロープが続いたロ大気に突入した也被 iJl1 I >i:は寸 'jt!

どお I) 大変に企 'IJ*(I'J てaあった。ガスクロマ|グラ

7や中旬 l' t Ii!:分析保は，ノ1::1 1 1 大気の品 rlJ&分イ Ii 的 1('

桜 il!l l~ 主をねった。 Jイの鋭 iJl1 J器は， ;'~:10 の i': :j J，止や立、

車\'~ (の制 l成とキ，'': f-での直接 il!l l~ 主をわった。l!!に大気

椛i主の観測~:;:は.大矢面 {jf ;lの縦構造可 g を lijJ らかに

した。--Ii， l~ jJ "l 脅li のレーダは l亨い人 ι、に包まれ

た金叩の地表の 90% をカバーする地表地 IjJ を作成

した。特に.卦?外分光観 illil から仰られた SO ，の分

布と地形とを検討した品 Ji 米司ベ一夕.レジオ J地也 I岐"x主
てで F火 u山」μj

のヲ実こ仙体 4は' なかなか激しいものであった以である

が，料 ιγ ./'Jをー附魅せている。

(まつぎき あきよし)

話ι主

~::ru:;l'iU歯

勾 rll i!rJ;

'!l:If，l f町慢

ガノウハ九ト輪 :1: 出

レータ地 1<1 訓 ilLl iI

Iii 出掛 J!t分 ~Ii' .h 肱粍 ;i'l

';I 4- t1" t') 、駒 }~'l(

J オン n: ，l 分lI i;{;}

t す :.-n~::'I i' I'1 器

'>ll(;:.:，世は合明

'1 ターディ，タオ 1/./ ヤルシ r阿出

[:, JJ"十
プライベラf抑it;

'，l!..t品 "I
i度 J<l伝酌 rJ~~-}~i{

Aょ民性別刷 l

A 外抗射 pI

舵射J

A 外V(射 1 ， 1

hll-,;I
Rtf.除ト. .，ラ iU跡部

人気孔 it')、酔桂川

I'

{む!地人 I(u/i ひ向性

， 1，'， 1 川船 f川崎

, ，I ・叩n: 1t時仇岨

!川口探 It拠f品仏

(·117 イナ、 クス

1I供~a

大引採食機1:-:'~

{ill:':;エネル考 えたy

J,'J Ii刊日仏蚊

日1 J...::院 M止とイォ，刷

t議船;~..!t

同同船科1Ii

n:.(分析出

カスクロ-，トグラフ

'I'刊1'( :I( 分析1.;

'I'刊1'( ;1: 分りr出

新外分Jl:.1.::

大河附jji il~1日~:

よ~i.1J 、 J草刈，以， I

大気低抗川正:r.;

。 I:) 弘:lm~&

)I ，~J l!.!J船』ι1&

o 川 jill似;品仏

リ、小引符 It問"

o "
同 luI船出柑

{:!)'1

名称 Pioneer 、 enus

打む上 If 勾 H II:1978勾 51J 四日(同M船 1/

19iR{1'8JI8It(マルチプロープ}
1Iち I: けん L 地ケネデイ j-:'di セム〆タ

H 九 1.1 Fロヶ，ト ヲ l ラスーセノトール

附成川川川町』

(:!)マルチ y ロープ r I:) 船 l 阪

~ ).、引 l~1f. 偶 l 機

l 小引探合:蝿 3 快

'.:1: 1,) AI"地 プール十ス I· --;..-il' j- :iiili' 制セノタ -1 功、 I~)

マドリ ド " 1 えへイノ}

キベ〆ベラ 仰 {ーも2 州

グヲム i 幽 a:illM-データセノター{本 l司

サノチ T プ " I チ '1
〈草萱項目と搭載蝿器〉

11k れ~J1 !A:: 情， a

〉大小探 It 開11 ，43<

大小 ~'ll:;: (t 問~r，..j..\ おが f 刈， e器

k叩探 1t 開係維 'l;:Pif 川正出

.'L}・ I~l~ 品位 コJl:.iY(札価止 J~H 判定器
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ー主主 L'!i ..芭 ι
カナリア諸島への旅

理化学研究所松岡 勝

tJf 木の少ない制色の海岸につづく 7E 港に lj いた。

カナリアの原 FU 也カナリア Im J:.~で i止大のぬテネリ

7 ェは小きいながりヨ一口 y パのユ嬰|五|から空路

のある凶際 2民地をもち， ill l織とほぼ I';J じ大きさの

};.~だ。ワークンヨ y プが U~J かれるプエルト・デ・

ラ クルスの郊外のホテ Jレまて e空港からパスとタ

クンーで 2 時間 1 余リ. )誌をはば半周してたどリ li:

し、た。

カナリ 7 ImJ; ，lj は 77 I) カの ~t IItiモロァコ lこ』丘 fを

した火山空 'll:: ，である。 15 世紀からスペイン首 l とな

り，コロノプスの時代から船来りたちの if(嬰な寄

港I也として栄えたという。今て'は気候が温暖なた

めヨ ロ y パのハワイのような観光地として栄え

ている。サンタ クルスやプエルト・デ・ラ・ク

ルスと"った大きな lilT は熱 iii! や神戸のように榔 I干

か句Ii:陵地帯にかけて 10[ 析を超える近代的ホ子ノレ

や fi 宅がゆとリをもって立ち並んでいる。

勿論のこと，イギリス，オラノダ.スエーデン.

デンマーク. ドイツ. 7 ラ/スなと'絞って.i1 Ul\し

て.大文 fI のメ γ カになリつつある。 7 つの主要

な 1; ，~のうち，テネリ 7 ェにはフランスと凶ドイ Y

の1. 5 メート Jレの亦外線望遠鏡が建設中て'ある.

隣のラ パノレ ?!:..J j ，こは挫;ut 11-' のイギリスの 4 ， 2 メ

ート Jレ望 j主鋭を合的 6 つの望遠鏡があった。英-

1国!の 2.5 メート Jレの3' ~i i{ J克は CC I)なと'近代装<£i(，

備え大変な rfi ~I'rt~): りであった。

天文子;が栄えるのは，テネリ 7 ェ/;， Ij にはタイド

という 371R メートノレの Iii とラーパノレ <".t:， lj にはロ 7

ェ・デ 口ス・ムチヤチョスという 2426 メートん

の II げJ~ あって，みつう 1' 11':.'、から突き山たJ' ~jlj)1 があ

るかりであろう。

さて ー辿U1 Jのうち'土 t14 rJ/日 lのワークショッ

プ.残リが天文れなどへのエクスカーンヨノ。件

休みは 3 時 I I:I Jほどあって円光浴に水泳にと催雅立

ものて'あった。ときにはトッフレスのお娘さん;;;;

も H につき日の{民主主むさせてもらった。 ESA の X

線天文 lQi 1 ， 1 上:XOSAT (, 4 )J の初めに#命が尽き

たため.ダームシュタ y I にある EXOSA'I・のオ

ペレーションセ /7ーの研究必 (duty scientists)

9 人と 2 人の :jq :i5の I;: (f)[ が来ていたため主製メ

ンバーは全て山払ったことになる。

ワークンヨッフの H的はコ μパクト天体への降

ポ物質の物耳目を X線 'Jt."正t庄を合的突っ込んだ

よ範請をすることであった。 l剖 iii，!也と 4 月 20-26101

の時期からいって EXOSAT の;(£1 長のフィーパー

となるのは JI: むを 1! f. ないが.欧米の天文字者の数

の多さはいつもながらう句やましい限りである。

8 4>:勢は牧，:，1 1 さんと 2 人それに拍外を合せても 4

人.巨~米勢は約 110 人，本 [J:I 勢が少なかったため

ニの比*以 lーの勢力分附になる。い j谷は必ず L (,

催れてい立くて(， ，If究テー?の多さと人数て d照倒

されてしまう。これが Jit文の -:d' となって表われ.

ともするとその時代的 fiJI'究の流 it をつくることに

もなる。良い 11: 'j>でも世界の流 it をつくれ〈よいも

のは U だたない。研究何分野 L 戸の大きいもの多

いむのに流され.先に I;~ ヒことを I j っても戸が小

さかったリ.ポ現がまずいと大きな戸にのまれて

しまうことむある。

rHJ,Wfiーのほとんどは~'，'， 、人て 40>1代後 '1" にな

ると 111 1 1 1 年 .ff リ純である。年計リキILの l 人がディ

ナー・ノ、ーティーて'述べたスヒ一千は印象的だっ

た。 X 糾LJ(>c:せとはかくも 1tl正 L. 叩門化がすすん

でいる。制1\'、議t沿にはついていけない部分が多く

なった。 15ilーほど，iiiには巧え句 itなかった収集で

ある。当 l l.lj は数制の論文を興作して読んだだけで

事がIt.リたし，世界的どこてつ佐れが何をやってい

るかをお互いにつかめていたのに比べると隔 III の

!惑がある。ところで， X線天文ザのハイオニ 7j主

的努力もあって.次々に X線天文lQi!， 1 を打ち上げ

かくも発脱したことも忘れてはいけない。年寄リ

の:i!:点とフライドが入り交ゥていた。

(まつむか まさる)
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-特別寄稿一

琴星の起源

今i旦|のハレー当N探脊や地上とその近傍からの

広範閉め在別[II によって，言語昼の核，大気，尾の物

理状態や組l北の測定なと\当 I誌の"以境科，"t" が

進展しつつある現在，これとともに，もう一つの

君主是主峰燃料l て"ある時 lUI軌を加えた 進化論'

(cosIll ogony) も発展させてゆかねばならないだ

ろ 7 。

以トでは太 ~Ji j 系の if主化を背対とした 4草原誕生め

阪史の大枠を素 llYi してみよ-)， (異なる説につい

ては，政下位。 I SAS ニュースNa50， p. 7. また

は別 11:1! r色めがね」惑星学. p.12 もあわせて参附

されると興味深い。)

出発点は約 46 億年 ni l' ，銀河系の片附にあった 11(.)"

出塁手-~: (M. IH] 芸)である。 in 出雲は銀河系に以う

(止 1比の巨大な与を:で，そこには多哉の分イとダスト

(賂)が干 f~1 する。低 nit の昼間 iZ3 内では，冷たい

ダスト若丸 [M にガスう f[ カqm となって'~~f. j1 する。濃

い ff"lln:;~" の 'I' では.ダスト粒干の表前はそこでの

環境と分子科 l成を反映した成分をもっ氷て vおおわ

れている。しかしその大きさは oω1 mm よりも小

さし吋ぷ絞め大きさ 1 -10k "，にはほとが ii いこと

に作一位しよフ。

やがて必|日 l誌は 1'1己の議ブ J で収納し，多数のガ

ス主に分裂する。これりのガス裟はゆるやかに回

転、しているため，凶転判 lに ih ってさらに収納し IT)

~:f形と主る。ガスとダストからなるこのよっなド l

総の一つがわれわれの太陽系を生む母体となった

}J;r ，~f;太|助系 H，ぶて dある。

五13 、の 'I' 心部ではやがて JJ;(始太陽が脚き始める。

原始太|場系 ~l\" ':1~:の温度は一般に m.I 'l\J~の温度より

出'J' 、。このため ~I \芸い!のダストは熱変成をうける。

その j主令は太陽からの距離によって異なる。 w、/;f j

大防に j[ ぃ1;勺 Jの内部制械では IlULI になり.ダス

トは反発してしまっただろう。しばらくして星芸

が冷えてくるにつれて，ガスからダストが再ィ ttllli

宇宙科学研究所山本哲生

する。-)).外部有 l域では J品肢はそれほど両くな

かっただろう。ここではもとのダス!が "I 残り，

表而をおおっている氷成分のうち郷発性の ~~:j \, 、成

分のみが欠なわれたと巧えられる。尖際，探査機

によるハレーき星の分 -nil成測定の予備的結果は，

極的氷めっち掠発性的問ぃ成分はあったとしても

水分「の数%以下であることを 7J、している。これ

らのダストポr f は太陽重力の作用で Jil去の中心 1(1i

にいlかつてしだいに沈澱 L ， PH~の中心開に薄い

ダスト府を形成する。沈澱が進千 l し街度がある怖

を越すと，ダスト!百は主力的に不安定となリ，銀

河系内の.kiの数にもI'じ敵する多数の此に分裂する。

このi品位を辿じて，ダストは gg杉、の大きさまで

一挙に集，f1'[ 成長する。このよ 7 なダスト持は微

~3Jl! と呼ばれ，必~!の卵とも百つべきものである。

微~3 lrl.は衝突 合体をくり返しなが匂段終的には

惑Jll にまで成長する。

原始太陽系の外部領械て。 1 ;1. ，3"" に柴もI;"せずと

り銭された微議 JTl も多数あったに i主いない。この

領域で形成きれ， とり伐された，氷に日む微必月

かそれらが何悩か作休したよ I，子学体が封印妓であろ

-j0 (ちなみにハレ一台以の彼 1 ;1，偏見をもって

眺めてみると，少なくとも 2 例の微必昼が合体し

たような形にμえる。) ，当作伎は必原形成のなごり

を側めた太陽系の化11てrある。

核には原始太陽系のどこで哲11\が生れたかを解

明する鎚が俗められている。これまでのデータか

ら保守的に凡，f!'，ると，その出 'Ie)也は土 !t， 天オ }i

市in域よりも外11!11 ，そして j( 1~;jf)、ら 80·il0 i\ U(1

AUは太陽地球nlj のτrJO}~~縦で 1 m~ 5 r ノjk"， )の

距離よりも内側と推定さ IIる。尖際の出生 J也は後

者に近いだろう。この距向性は惑星系の存イl する'ii((

域的大きさのf(J 3 怖の位iftに当る。太陽系が形成

されて以米，現イ正までのmltHIに，ニの近辺で中H

た主tJl i洋はもっと外相IJ まてすIj、がっているてーあろヲ
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が，今でもまだ多数残存している "J 能也がある。

中野(応大日I' )は一般の似J"it の周りにおける PSH

形成の力乙f的研究から|百]fit主結論を ;!j いている。

また ，f，、外線大丈 l'~ili¥.lRAS は他の"太陽系句にも

このよう主微~::&H.4nが存抗していることをm唆し

ている。われわれの太陽系においてもその形成史

の銭倣が，比較的手近なとニろに現拝しているか

も知れないのである。

主l 星の起叫;l を物的iitH~を tl~(こ J且求してゆく ~If究

は.まだまだ未熟>:.-1生附にある。ハレ-!3')，1 から

何られたデータから， ~'P1Iの起iJfJ l ， しいては太陽

系の照}tや太陽系を桃成した掛川物質に対する担

併を丘、 (flA~めるうえでどのようむ干掛りがflJ られ

るか五L しみはj、さ L、。(やまもと てつお)

太陽風ーすい星相互作用 (4)

(ハレーすい星の「環境汚染J)

小'r>~
「、己) !誉宙

15

T醍冊子 F3 同

6 7 8 9 10
1∞ー」一一一 I I I

一起源の水素イオンは核から約 JOOO万 krn まで検山

されたのて'ある。下l刈に観測さ札た水京イオンの

分布を石、す。〉、向lは分{IJ が検 tH限界以下であった

よlみを不す@山科!は目安を'I、すため~Wiいた Ie' の 1II1

線である。( r さきがけ」の磁場データからは約700

7jkmの佐世で同左京イオンのイHI が検出されている。

「さきがけ」め観測は|日H在的主がら「オいせい」

よりは感!立がI白山、。)観測された水素イオンの分イIi

はハレーとのj止抜近前後て，~I 対称であるよゥにみ

える。この~I 対称のXt~1床するところは今後の解析

を j~; たねは少なりない。 一二j:'rii~Jf- 'i]'i)~敏 j、

，すいt!1.， \.)プラズマ担割

T +

I 省週後

十

川!ι半

10づト

i14遭遇前

HAJJi1i¥¥
打 I :ム I I

わが「すいせいJ ， r さきがけ」を含めた国際的

なハレ すいよtl共同観測によってすい星の科学の

飛制的発肢が伴られつつある。4"桁(II) なデータ解

析は現{i 出界れJ也の~If究機関で進行中て'あり全体

をまとめるにはまだ数年を裂するて'あろう。今凶

はハレーのまき欣らしたがスの)1;がりについて，

「すいせい」のプラズ7観測からの故新計i%: を前i

介したい。

ジオ y トの観測が見·'1>1ニノJ、したようにハレーす

いli!. -4k休の核はじゃがし、ものよ 7 な If; をしている。

このじゃカ干し、もにはあちこちに i!;11 J. L 阿古ずあってそ

こか句 j に水氷気からなるガスが1収き/I ll している。

このガスを附成している'I'刊分 fは総々な化ヅ反

応を総てその*11成を変えながら外へ吹き iJ\しや

がて AIWj紫外線， もしくは太陽 1，，\'1' の防 f との予·:i

1ι交換によって1[t出If されイオンとなる。イオンに

なってしまうと太陽 I孔中的般坊に捕まって流され

てしまっ。そのため，中世l 分了でいるJI:lJ'こ般から

どのくらい出ltil られるかによってノ、レーの刷リの

「汚染状i凡」が決まる。水分チやそれが解脱して

できた0/1分 r-， 円是正;分「は述肢は約 tkm/s と雌

いが. IliJU~~· にできた水素師、干は 8km/s もしくは 20

km/s(解雌反応により拠〈よる)と高速でありより

3主くまで広がるであろう。

「すいせい」による飢 il!l Jはこの期待を恐つ 1すた。

水妙、イオン(椴索イオンが主と推定)はノ、レーの

絞から約 400 万 krn まで検iJ l されたのに女 J L ，ハレ
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FleetingImpressionsonanUncertainMind

V.J.Modi
When ProfessorMatsuo invited me to narrate my

impressionsofJapaningeneralandlSASinparticular.in
aboutapage , Iwasleftitbitmystifiedwithuncertainty ,
inadequacyanddisbelief. The nation , whichhasbeen
W回ving itscultural 臼Ipestry formorethan1500years ,
c.aonat ~e appreciated by aneetingglanceatalocal
design.Somyimpressionsmaytendlobelikeripplesat
thesurface , superfluous.andincomplete, andhencenecesｭ
同rily inaccu 悶teo However , they areindeedbasedon
tassmg1md 削8 ， encounters , and 目penenc民 and have
eeon 、e anintegralpartof町、 y being
ThelenmonthsofstayatISASwithProfessorAkiba

intheResearchDivisionforSpaceSystemEngineering
beganinNovember)985.Attheveryoutset , ISASstruck
measauniqueorganizationwithnopa 日Bel thatIcould
find.The J副 Propulsion Laboratoryhas , p町haps ， some
similariti 回 in the functional role , however , there are
fundamer 百 tal differences.A groupofabout300personｭ
nel , consistingofscientists, engineersandstudentsto
getherwithtechnicaland administ 日tive support staff,
cansustainsuchavisionaryprog 悶m ofscientificexploraｭ
針。 n shouldbeamatterofnationalpride.Jtrulyadmire
ISAS ・ current achievementsandfutureaspirations.What
isparticularlyimpres 崎ive istheISAS'delicatelybalanced
emphasis on fundamental inquiry and engineeringdeｭ
velopmentsconsistentwiththecurrentlevelofknowledge
andfuturedemands

Followingabriefperiodoffamiliarizationandadjustｭ
ment , Ipromptlyplungedintothewhirlpoolofactivities
Afteranhourin subway , whichProfessorAkibaconｭ
sideredasave 悶ge (ittakeme7minut町 by cartoreach
my officeattheuniversityfromhomein Vancouver ,
Canada) , Ibegantoarriveregularlyat7:45a.m.tofind
buildingNo.45virtuallyempty!

Onthetechnicalside , severalresearchprojectswere
initiated 川 the areasofspacecraftdynamicsandcontrol
川 collaboration 、羽 th studentsand staffwhoquickly
becamecolleaguesandlastingfriends.Thesubjectmatter
coveredabroadspectrumintermsofvariety

• the prop 田ed space sta 針。 n basedMRMSdynamics
withparticul 町 emphasis onarela_tivelygeneralformuｭ
lationapplicabletoalargeclassofsysteri 、Si

• deploymentdynamicsotwireantennas;
• fluidic-momentumcontrolofspacec 目ft;
• feasibilityofthespace-blowngeod 叩c structures

Under the guidance of Professors Miuraand Naton ,
plan川 ng startedfortheFree-Flyerbasedexperimentson
dynamicsandcontrolofdeployableflexiblestructures ,
includingthetet

• wind energy oriented investigation (Prafe 四or M.
Nagai , RyukyusUniversity);

• nutationdampingofwindinducedinstabilities(Pro
fessorY.Kubo , }(yushuInstituteofTechnolo8Y);

• dragreductionfortrucks;highliftdevicesforV/STOL
.i 叩lanes; stability of fishing t目ps (Profl 目sor T
Yokomizo , KantoGakuinUniversity).

Thustechnicallythestaysofarhasbeenmostg阻 tifying

Howev 町， IwantedthisvisittoJapantoberna 日 than

atechnicalpursuit. Iw畠 hoping ittob~ atotalexperiｭ
ence touchingallaspectsoflife. Myfriendsandcolｭ
leaguesintroducedmetomisosoup , soba, teriyaki , sushi ,
tempuraand many oth 町 dishes. G四dually Ibeganto
appreciatethesubtletiesofsumowrestling. Chi~onofuji ，

Basi , Kitaoand Kitaobecame famili 町 and favourite
names. Even No , Bunraku and Kabukirevealedtheir
indeliblecharm.1enjoyedthedelicatemusicandquiverｭ
ingofthemindcapturedinthehaikusofIssa , Basho ,
Masaoka and others. KawabataYasunari'snovelspro
videdpenetratinginsightintothelandof“ moon , snow
andflow 町s" andthemindthatpresidedoverit

Iwasalsointroducedtothepoliticalstructureoft_he
nation. With the impending efection , one canhardly
escapeit.LabelssuchasLiberalDemocraticP町ty;Japan

Socialist Party , Korn副to，剖 c. becamefamiliar.Wedisｷ
cussedcontroversialissueoftheJapaneseroleintheSDI ,
education reform commission , current trend among
youngsters (older generation too!)toblindly imitate
sup 町ficial aspectsofeverythingwestern.Wetalkedabou~

farmissuesrelatedtotheNaritaairportanditspropo 世d
expansion , Americanbasesandilspsychologicalimpact
inshapingattitudes , taxproblemsoft~e priests.in_K~'?t 。
andmanyothers.They-helpedinunfoldingthehidden
wrinklesoftheconscience

My maior 担tisfaction hasbeenfortunatemeetings
withpillarsofthesociety-philosophersand_a~tist~. Of
sin 剖far valuehavebeenseveraldiscussionswithProfessor
Haiime Nakamura. nerha 川os theueatestscholarofthe
comparative Vedantic~Buddhist philosophyofourtime
ThroughleadingJapanesepainters, architects, performi!'lg
artists-andphotographe 四， Iamabletogetso:meappreciaｭ
tionofthe-mind-thatlaidthefoundationofadistinctive
life-styleandnourishedit.

Perhapsthemostfortunateaspectofmystayherewa~

the 回日 nee ofculturalimmersioninKamakura , Naraand
Kyoto.ThereIwitnessedtherootsofpre 担 nt dayJapan
andsomeofthemysteriesofmindbegantodecipher
However , evenonelife-timeisnotenoughtofullyappreｭ
ciatethistreasure.

Ionlyhopethatinthisnew-foundpr 師perity basedon
enormous automation , computerbased mechanization
and robotics , whichconstantlydriveusawayfromour
truebeing, Japanwillbeabletostayoncoursethroug~

the stren 回h inherent intherootsthathavenurtured
traditionalvalu 回 for generations.Thislandoftherising
sun will continue to share the light locked in its
subtlehaikus;delicatestrivingofthekotostrin

(ブリティ y ンユ・コロノビア大学教授・

'j': "ri i 耐「約:l:l研究員)

/I 盆ぐ\ 相枚以新キャンノマスと駒場キセン

{(え λl パスを Jl1 にかけた朝叫になりました
U 後記 v

てごてフが.どうやら11\\ ~>終 f。今行はゆっ

くり焼 ~I で L 飲ませていただきます。(柳津)
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